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口腔内診査では、著者は智歯を除くすべての残存歯の Probing Pocket Depth (PPD）、Bleeding on 
Probing (BOP）を測定し、残存歯のうち PPD ≥ 4mm、BOP陽性の歯の占める割合を調査している。





有意差を認めていない。歯周病検査の結果は、運動介入群では、PPD≥ 4mmの割合(P < 0.001)、BOP
陽性の割合(P < 0.001)がともに減少したが、食事介入群では有意差を認めていない。歯周病原因菌数
は、運動介入群で P.gは有意差を認めなかったが、T.f (P = 0.001)と T.d (P =0.001)は減少していた。
食事介入群では、P.g (P = 0.007)は上昇し、T.fは有意差を認めず、T.d (P = 0.023)は減少していた。
各歯周病原因菌の変化量と体重、血液検査の変化量との相関は、P.g、T.f ではいずれの項目とも相関
を示さなかったが、T.dは、体重(r = 0.373、P = 0.008)、LDL-C(r = 0.282、P = 0.049)、Fasting insulin(r 























平成 30年 5月 10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
